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言語理論と英語教育 (9)

コミュニケーションの構図一

田 中 彰

Linguistic Theory and English Teaching (9) 

- The composition of language communication -

Shoichi TANAKt久

This paper is concerned with what composes language communication. I will show that 

there are some important elements of the making of language communication and that they 

provide us with a new way of thinking about language learning. First， I will see the 

fundamental mechanism of semiotics which is the study of the way in which people 

communicate through signs， since language is primarily a system of signs. Second， I will 

indicate that communication problems come from the arbitrariness which is essentially 

incorporated into "coding" of language. Third， I will demonstrate the importance of the 

context of language communication as well as、ncoding"and "decoding“Comparing with the 

context， I will make a comparative analysis of proverbs， idioms， formulaic expressions， 

metaphors， modal expressions， and honorific forms of English and Japanese. Finally， I will 

relate the making of language communication with English learning and indicate some 

important aspects of it. 

key words: language communication， code， context， language learnig 

1.はじめに1

コミュニケーションは，私たちが人間社会

でもっとも身近に体験するコミュニケーションで

あると言うことができる。一般に，発信者から伝

送された情報を受信者が了解し応苔することがで

きたとき， iコミュニケーションが成立した」と

う。本論では，言語が記号であるという立場か

ら，記号論の基本的な考え方を見ながら 3 言語コ

ミュニケーションに必要な要素を整現し 3 英語と

日本語に共通のコミュニケーションの構図を国式

的に分析する。その分析を通して以下の3点を暁

らかにしたい。(i)言語情報の受信者である聴き

または読み手は受動的に情報を理解するのでは

ないこと。(ii)言語コミュニケーションの構図の

認識が，外国語である英語を含むことば全般の理

解と創出に役立つものであること。さらに， (iii) 

同じ認識が，闇際理解や異文化理解2を指向する

コミュニケーション重視の英語教育にとって有益

かつ重要で、あること。

2.コミュニケーションの要素

当然ながら，言語コミュニケーションにおいて

晴報を伝える媒体は言語という記号表現である。

冒頭で述べたように，発信者から伝送された情報

を受信者が了解することができたときにコミュケ

ーションが成立する。それは以下のような情報伝
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達の図式を考慮すると明示的に壊解できる。

(1) 

ここで， Aは情報の発信者(話し予，著者)であ

り，ちは受信者(聴き手，読者)を示す。丸!羽角

の枠はAとBそれぞれの持っている'陥報の総体を

示している。 IはAが8に伝えたいとj怒っている懐

報である。この図式(1)は一見言語コミュニケー

ションが成立している場合のように見えるが，

際にはそうではない。この図式には言語表現がな

いため，言語コミュニケーションとは言えないの

である。したがって，情報iがそのままBになんの

媒体もなく伝送されるということになり，およそ

現実には起こりえない事態であると言える。無理

をして想定すれば，テレパシーによる精神!U3応と

考えられないこともないがう超能力的な話であっ

て言語コミュニケーションと えない。

そこで，次のように図式化してみよう O 3 

(2) 

ここではAが8に伝えたLν情報iが言語表現のメッ

セージMに込められるということを表している。

このことを，記号諭ではメッセージに情報が「コ

ード化j されると言う。コードとはう当該のコミ

ュニケーションに特有の記号と， を結合する

規則の集合である。言語コミュニケーションの場

合，コードは音素，形態素とそれらの結合j長期す

なわち文法ということになる。したがって，メッ

セージMは，当該言語の持つ体系的な取り決めで

あるコードに基づいて懐報1が込められた言語表

現である。以下この過程を「エンコード(日吉号化，

encode)J と呼ぶ。

うまでもなく，人時のコミュニケーションは

(2)のように直綿EI9で一方向的ではなく，可逆的，

j}百五;i的な性質を持っている。そのため，次の段階

にはBが矯報の発信者となり，矢印が逆になる。

そうした受け答えが棺互に繰り返されることが言

語によるコミュニケーション活動である。つまりう

コミュニケーションは相互的な性質を持って

おりう文化的社会[内な活動をつくり出すのに

するわけで、ある。

しかしながら， ある8が情報iをMから

受け収るこの図式に問題はないであろうか。たと

えば， Bが{吉報iを誤解したり，情報Iの意味をは

っきりと了解できない場合を想定することができ

る。もしも，図式(2)のように情報1が送られてく

るのを待つだけの受動的な あれば， Bの

解釈にそのようなずれは生じないはずである。そ

うなると 3 言語コミュニケーションにおいて， B 

は受動的に情報を「受けるJのはなくうより

的な役割を果たしていると見なければならない。

したがって，次のような図式を想定できる。

(3) 

可b

この IjgJ 式の波線の矢~l1b と cは受信者8がメッセー

ジに込められた情報を積極的に読みにいくことを

意味している。つまりこの過程は表現の fデコー

ド(解読， decode)J をしているのである。矢印b

は解読のはたらきかけ cは解説の結巣情報I'が

得らえることを示している。コミュニケーション

が成立する場合は I'が人の伝えたい情報iと閉じ

か， 11こ近似のものであると言える。コミュニケ

ーションにずれが生じる場合は I'に何らかの不

合理性がある。そのi際， Bは整合性のあるI'を得

られるまで推論・推測を繰り返し行うと考えられ

る。

以上をまとめると，コミュニケーションの要素

として，まず'1育報のコードイヒが第一の条件となる。

それを行うのが発信者であり， コミュニケー

ションでは言語表現としてコード化されたメッセ
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ージが情報の担い手である。一方，情報の受信者

は単に受動的に情報を受け取るのではなくうメッ

セージのコードを解読することで情報を読み解く

ことを見てきた。それを図式的に示しているのが

(3)である。 4

3.言語の怒意性と麓瞭の誌がり

よく知らオ1ているように， ソシューlレに指寄与さ

れた言語の持つ窓怠性(arbitrariness)は言語の本

箆に関わる性質である。 活意性とは，言語表現と

そのj立味が?õ~I'ð:的な関係にあるということであ

る。前節で見たようにラ記号議では記号と記号の

結合規則を「コー l'Jと呼んでし、る。コードがっ

くり出す形と意味を結びつけている鰐係が実は恋

意的なものであることは，どのような意味を持っ

ているのであろうか。指示(reference)関係を示

す f意味の三角形j で考えてみよう。

(4) 

ロx
立総形式 もの，指示物

この図式からわかるように，言語は記号としての

ことばと意味概念に直銭関わっているが，破線で

ぶしたように，指示対象である指示物そのものと

は議接的・本来的な関わりがないのである。その

ため，たとえば「ヤマj という言語記号は， iJlそ

のものと直接的本来的な関係がないということに

なる 06なぜなら，他の言語では111は「ヤマj と

は呼ばれないからである。

時様に，同じ言語でも方言や地域語で11手ぴ方が

うことがある。たとえぽ，イギリス英誌とアメ

リカ英語の対比で， flat/apartment， under司

ground/subway， lift/elevatorなどがある。しか

し， (4)に示されているような指示関係がいった

ん母認で感覚的に身についてしまえば，この恋諮;

性は気づかれにくい性質を持っている。そのためう

と異なる言語を学習して初めて気づくものな

のである。したがってラ言諮問で指示関係が迷っ

ている場合にはう調整が必要になる。たとえば英

語のbrotherは日本語の f兄Jも f弟j も指すこ

とができ，年上か年下かを関わなし、07またう日

本語だと fニワトリ j で，鶏i勾も鶏も指せるが，

英語で、はchicken，a chicken (chickens)と

分けなければならない08さらに，英語も呂

も言語の性(gender)を顕在化させない言語である

が，独語仏語では顕在化させる 9ことなど，ぇ55;意

性の現れととらえられる。さらに言えば，

号の持つ外延(denotation)と内包(connotaぺion)

の差も考えることができる。たとえばう英語の

policeman， officer， cop， fuzzはすべて警官を意

味するので外廷は悶じであるが，内包的意味は異

なっている。逆に言えば言語が恋意的であるか

らこそ，同じ指示物でも加の言語形式で表現する

ことによって， 'I'f~的意味の差を表している。

これまで見てきたような昔話の恋念性はう

コミュニケーションで誤解や解釈のずれの本質的

な原因になっていると考えられる。またう指示の

差があることから，ことばと意味のつながりがコ

ードに基づくものであり コードが迷えばまたつ

ながりが別のものになることがわかる。外隠語で

のコミュニケーションではコードが複数になって

いるため，協難な状況になりやすいのである。ま

た，そこには文化的基擦の悲に由来する速いもあ

りうるであろう。 10

4.言語コミュニケーションの議菌

言語の恋意性は，言語コミュニケーションの成

否にかかわる要素を含んでいる。受信者が言語記

号の集まりであるメッセージを解説する際にはヲ

コードに議づいて規定された表現となっているこ

とを想定して読みとりを行うのであるがうコード

そのものを共有していない場合，受信者は解読で

きないことになる。たとえ{;f，Aがう 8の言語と

は異なる外国語(英語)の話者の場合， 8のデコ

ードにはどんな回~íEがあるであろうか。ここで，

標準的な諮問とした(3)の凶式をもう一度見てみ

よう。
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(3) 

百三二

たとえば aのエンコードとbのデコードにかか

わるコードが異なっている場合には， 8の解釈は

負担が大きくなる。メッセージMが外閤語で表現

されている場合，込められている情報を解説する

ためにBは自分の母語のコードの場合とは迷った

デコードをおこなう必要があるからである。語読

の発音・綴り・意味及び構文，統語に至るまです

べて異なる表現になるため，込められた情報Iを

的確に理解するにはかなりの外国語の能力が必要

であると言われている。しかしながら，解読・理

解するためにコードをすべて対応させることが容

易なことではないにもかかわらず，実際の日常会

話のような場合，私たちはそれなりに外出語圏で

のコミュニケーションをこなし，意思伝達を達成

することができる。これはなぜだろうか。言語コ

ミュニケーションの(3)の構鴎にはまだ足りない

要素があるということになる。

Canale and Swain (1980)が指摘したコミュ

ニケーション能力 (communicativecompe-

tence:以下CC)の四つの要素から考えてみよう。

(5) a文法能力(grammaticalcompetence) 

b.社会言語学的能力 (soci 0 1 i n gu i sti c 

competence) 

c.談話能力(discoursecompetence) 

d.方|格的能力(strategiccompetence) 

(5a)に規定されている能力は語紫(発音・綴り・

意味人構文，統語の能力と知識を意味する。こ

の能力とは，上で見た言語表現のエンコードとデ

コードのための能力と言える。一方，他の3つの

能力はすべてコンテクストとかかわる。コンテク

ストとは，発話の場(菌)，状況，文脈である。社

会言語学的能力(5b)は，言語を場面に合った形で

用いるにはどうすればよいかを知っている能力，

談話能力(5c)は，談話の流れや文脈に合った形で

言語を用いることができる能力であり，方略的能

力(5d)は，エンコードとデコードがうまくいかな

し、時に，発話の場面に合わせて，言語表現を修復

したり，補助したりできる能力である。日CCをこ

のように考えると，コンテクストは言語表現と密

接な関係を持っていることがわかる。つまり，コ

ンテクストは社会言語学的能力，談話能力，方略

的能力を通して，エンコードとデコードのための

文法的能力を支えているのである。そのことを図

式的に示してみると次のようになろう。

(6) 

コンテクスト

では発話の場閣であるコンテクストにはどのよ

うな要素があるのであろうか。 Geis{l988)によ

るとうコンテクストは以下のように整理される。

(7) a.物理的コンテクスト

b.社会的コンテクスト

c.認識的コンテクスト

d.言語的コンテクスト

(7a)の物理的コンテクストは，情報の発信者と受

信者をとりまく物理的な環境である。たとえば

fここは寒しリと言うときに Iクーラーを弱くし

てほししリを合意しているのか f窓を閉めてほし

~ ) Jを意味しているのかは物理的コンテクストで

決まる。社会的コンテクスト (7b)は，コミュニケ

ーションがなされる場の人間の社会的関係であ

る。日本語では目上の人に敬語を使うようなコン

テクストが考えられる。 (7c)の認識的コンテクス

トは，情報の発信者と受信者の持つ共通認識や世

界観を意味する。たとえば， IおめでとうJの発

話は事前に受信者によい出来事が起こっているこ

とが前提となって発せられる。 コンテクス

ト(7d)は，会話の話題や目的を意味するが，ここ

では外毘語と母語の言語的な環境のことも考慮し

なければならない。

このように，コンテクストは， のもので
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はないにもかかわらず， コミュニケーション

にとって重要な役割を果たしていることがわか

る。後で見るように，コンテクストにより

現の意味が変化する場合さえあるため，言語表現

とコンテクストの照合能力は言語コミュニケーシ

ョンに不可欠な要素となっているのである。

そこで，言語コミュニケーションの基本的過程

が発話の場であるコンテクストの枠内に入るよう

に， (3)を以下のように修正しよう。

(8) 

(3)と速い，ここで、はaのエンコードと b，cのデコ

ードにコンテクストとの照合が加えられると考え

よう。しかも， (7)で見たように，コンテクスト

には物理的な熊りの状況以外に，社会的文化的な

環境や情報の発信者と受信者の持つ背景的な知識

や世界観，さらには会話や談話の流れまでを含む

環境がかかわることを考慮すると，実際の言語コ

ミュニケーションにはかなり援合的なプロセスが

関わっていることになる。 (8)の図式は便宜的に

(3)で示した慕本的なメッセージ伝達をコンテク

ストで問ったものではあるが， コミュニケー

ションでは発話の場面を意識した言語活動が行わ

れることを示しているのである。

次節では，言語コミュニケーションの構図に，

発話の場面であるコンテクストへの担慮が不可欠

であることを具体的に見てみる。

5.コンテクストの投劉

前節でコンテクストの要素を見たが，実際の言

語コミュニケーションにコンテクストはどのよう

にかかわるのであろうか。また，外出語である英

語のコミュニケーションの場合は，コンテクスト

をどのように利用すればいいのであろうか。

たとえば， (7a)で、見たように，次のような発話

はコンテクストによりいろいろなメッセージを持

ちうる。

(9) a.ここは寒い。

b.来週の月曜日はあいていますか。

c. Are you free tonightつ

d. The window is open. 

これらは文字通りの文の意味に加えて，発誌とし

ての意味情報を伝えていると考えることができ

る。そのような意味は関接的に表現されていると

いうことになり，竣数の可能性がある場合の意味

はコンテクストによって決定されるのである。

日本語と英語の諺やきまり文句を比較すると，

言語表現が部分的あるいは全体として対応しない

にもかかわらず，使われるコンテクストが向じで

あるために同じ意味であるとされる。

(10) a.覆水設に返らずO

b. There is no use crying over spilt milk. 

(11) a.年買の納め時

b. The game is about over. 

(12) a弱肉強食

b. the law of the jungle 

(13) a.早いが勝ち

b. fir試 come，first served 

これらの併ではき日本語と英語の発想が異なって

いる。たとえば， (10)の日本語では「こぼれるJ

主題が水で、あるのに対して，英語では牛乳である。

(11)(12)では，日本語が歴史的制度や自然界への

洞察を発想源としているのに，英語では試合やジ

ャングルという具体物に発想を求めている。(13)

では，時間に潔係することが日本語では勝ち負け

と捉えられているのに対して，英語では食事など

の応対を受けることと結びつけられている。この

ような違いがあるにもかかわらず，これらの表現

がそれぞれ同義であるとみなされるのは，これら

の表現の使われるコミュニケーションのコンテク

ストが英語と日本語で相当するものであると考え

られいるからである。

しかしながら，言語表現がどのくらいコンテク

ストに依存するかは，英語と日本語でかなりの違

いがあると言われている。身近な表現で比較して
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みよう。

まず，日本語では動作の主体や状態の主題を明

示的に表す必要がないことが多いがう英語では必

ず主語が必要で、ある。

(14) a.昨日はテニスをした。

b. We played tennis yesterday. 

(15) a.降っている。

b. It is raining. 

場合によっては，日本語で目的語の省略や動作を

名詞化しただけの表現さえ可能である。

(16) a.落としましたよ。

b. You dropped a handkerchief. 

(17) a.忘れ物!

b. You forgot the umbrella. 

さらに，日本語では依頼表現や挨拶ことばにき

まり文句が多い。一方，英語では相当するものが

ないことが多い。換言すれば，日本語の短いきま

り文句は状況によりいろいろな意味を帯びるた

め，一定の英語表現に対応させることができない。

例を見る。

(18) a.お顧いします。

b. Would you open the door? 

Can 1 see those pairs of shoes? 

(19) a.よろしく o

b. It's nice to meet you. 

Please say hello to her 

(20) a.どうもo

b. Thank you very much for everything. 

I'm very sorry. 

これらの日本語のきまり文句は，コンテクストに

よりいろいろに解釈される。(英語は 2例のみ提

示。)臼本語の表現をより丁寧にすることも可能

である。逆にう英語では臼本誌に相当するような

表現まで発話を姪くすることができない。また，

英語では状況に頼らず依頼や感謝の内容を鴫言す

る額向が強い。このような対比的な特徴により，

日本語を発話の場面への依存度が高い f高コンテ

クスト (highcontext)言語J，英語をそのような依

存度が低い「低コンテクスト(lowcontext)言語j

と呼ぶのである。

記号論の「コー ]'Jで言えば，日本語は fエン

コードJにおいてコンテクストへの依存度が高い

ので，主諾の省略や表現の簡素化が可能であると

し、う言い方になろう。一方，英語ではう主語の翁

11窃ができないなど，コンテクストに依存しない

(文法的に独立した)表現をエンコードしなけれ

ばならないのである。 rデコー l.:'Jにおいても，

日本語はコンテクストとのi照合をおこなうことに

よって言語表現の意味をデコー iぐする傾向が強い

のに対して，英語では表現の持つ文字通りの意味

を期待する{出荷があると言えよう。

このようにコンテクストとコードとを関連づけ

てみると，エンコードの過程で言語による違いが

あることがわかる。また向11寺にそれに対応するデ

コードの方も，言語表現が文字通りの意味を表す

と捉えるか， しJによって別の発話の意味を

表していると考えようとするかという違いがあり

そうである。そうすると，言語表現とそ

持つ「発想j の関係を見なければならない。

6.言語と文化

と文化は密接に関係し，サピア・ウォーフ

仮説のようにう言語が文化を規定するという考え

方もある。前節で見た関からう少なくとも文化の

持つ発想が言語表現に反映されているとは言える

であろう。そこでは諺やきまり文句における違い

を指摘したが，日英語共にi司じ発想でつくられて

いる定袈表現を見てみよう。

(21) a.ものには限度がある。

b. There's a limit to everything. 

(22) a.株が上がる。(比If余的意味)

b. one's stock goes up. 

(23) a.目の玉が飛び出すような

b. eye“popping 

このように，人間の感覚や社会的な制度が同じ場

合には，問じ発想の表現を作り出すが，より後半

lこjヨ

的な ある。記号論的に言えば rヱ

ンコードJの際の言語の発想に迷いがある。たと

えば，次のような対比がある。
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(24) a.お金がある。

b. 1 have some money. 

(25) a.太郎には三三人の子供がし、る。

b. Taro has three children. 

(26) a.太郎は熱がある。

b. Taro has a fever. 

これらの例では日本語が存在発想の表現であるの

に対して，同じ意味が英語では所有表現として発

想されている。ここで，この対比的な発想を日英

語で逆にしてみよう。

(24') a.お金を持っている。

b. *There is some money with me. 

(25') a. ??太郎は三人の子供を持っている。

b. *There are three children with Taro. 

(26') a. ??太郊は熱を持っている。

b.合Thereis a fever with T旬、o.

(24a)の日本語の所有表現はそれほどおかしくな

らないものの， (25a) (26a)の人i乱抽象的な f熱J

を持つという日本語の表現はかなりおかしくな

る。英語では，どの場合も存在の発想、では捉える

ことができない。(母語話者の判技庁による。) した

がって，日本語では存在の発想で表現をつくり，

英語では所有の発組で表現をつくる傾向カ汚郎、こ

とが対比的に理解できる。むしろそうした発想で

表現が「エンコー刊されなければ，それぞれの

自然な表現となってしまい，容認されな

し、表現となるのである。

さらに，次のような対比を見てみよう。

(27) a.うちに空き部屋があります。

b. We have a vacant room. 

(28) a.忘れ物があります。

b. You forgot something/the umbrella. 

(29) a.海が見える o

b. We can see the ocean. 

(30) a.あなたが気に入った。

b. 1 like you. 

(27)(28)の毘本語表現はこれまでの例と同じよう

に存在の発想で作られている。 (27b)では所有の

表現の英語となっているが， (28b)では忠れる行

為の動詞を使って表現されている。日本語では状

況を状態として捉え rあるJで表現されている

のに対して，英語では人を主語として行為として

捉える読点が感じられる。さらに， (29)(30)でも，

英語では人を語として r海を見る，人を好く J

と表現しているのに，日本語の対応する表現では

対象が話し手に近づいてくるような発想をしてい

ると言える。 12

ここで，日本語の自動詞と他動誌の対応を考え

てみよう。

(31) a.見える，割れる，建つ，溶ける，

b.見る，割る，建てる，溶かす，

(31a)の自動認の持つ特徴は，あたかも向かがひ

とりでにそう fなるj という意味が共e通している

ことである。それに対して， (31 b)の他動詞では，

主体が積梅的にfi1Jかを「するJという発想になっ

ている。これまでこの節で見た例では，日本語の

表現の発想法に「あるjや「なる」が，英語には

fずる j が，傾向としてあると設えるであろう。

このような対比から，日本語は「する的1，英語

は「する的Jとし寸言語類型論的対照分析がなさ

れている。 13

コミュニケーションにかかわる日英語の発

組の相違を見てきたが，さらに，文化とかかわる

言語の発想の相違としてメタファー表現がある。

類推を用し、て比験的に表現されるメタファーの場

合，たとえば，次のような例では自英語に共通の

発想があると言えるであろう。

(32) a.道が丘の上まで走っている。

b. The street runs to the top of the hill. 

(33) a.気分が沈んだo

b. Her spirits sank (at the news). 

(34) a.時間を使い果たした。

b. He spent all of the time. 

(32)では人間の f走るj行為を道に拡張した発想，

(33)では物理的に f沈むj 行為を気分に当てはめ

る発惣， (34)では時間をお金に総えて f能うJ発

想でそれぞれ表現されている。しかも日英語で対

応する表現が可能であることから，これらの発想

は共通していることがわかる。しかしながら，メ

タファー表現の多くは特定の言語文化を反映する
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発想があるため，対応する表現が他言語ではメタ

ファーになっていなかったり，加のメタファーで

表現される。

(35) a.君は考え方が甘い。

b. You are optimistic. 

(36) a.彼はクラシック者楽に明るい。

b. He really knows classical music. 

(37) a.おじいちゃんは耳が速い。

b. My grandfather is hard of hearing. 

これらの例では日本語がメタファー表現となって

いるが，対応する英語表現はメタファーとは感じ

られない。逆に次の対比では英語がメタファー表

現であるのに，自本語が文字通りの表現となって

いる。

(38) a. He got the ax 

b.彼は解雇された。

(39) a. Somebody broke wind. 

b.誰かがおならをした。

(40) a. He passed away. 

b.彼は死んだ。

もちろん，次のように英語の文字通りの直接的表

現も可能である O i4 

(38正)He was fired. 

(39a') Somebody farted. 

(40a') He died. 

それでもメタファー表現が存在するのは 3 人の言

語文化における滑稽さを誇張するための創造性の

現れ(38a)(39a)で、あったりうあからさまな表現を

忌避し腕出に表現する (40a)ことによって社会的

な配慮を示すためということであろう O 15 

このように見てくると，メタファーはそれぞれ

の言語文化の発惣を常景に生まれた表現で、あると

いうことができょう。特定の言語の文化で使い慣

らされていくにつれて，上で見たように，独特の

、出しとなっているのである。そんな言い回し

があまりに自然なために，母語話者にはあたかも

その表現法しかなし、かのように感じられメタフア

ー表現とは気づかれにくい側面がある。そのよう

な側面を外国語として学ぶとなれば，発想の迷い

を認識して進める必要があることになる。

7.言語と社会

コミュニケーションにコンテクストがかか

わる際にもうひとつの重要な視点は，社会的な制

面である。 ccの(5b)で見たように，社会言語学

的な要素が言語に反映されるからである。社会的

なコンテクストへの配慮は，特に対人関係におい

てみられる。ここで，もう一度言語コミュニケー

ションの図式を見てみよう。

(8) 

情報の発信者Aは結えたい情報iをもっているわけ

であるが，それをどのように伝えるか(エンコー

ドするか)は，コンテクストにより異なる。つま

り， Mの表現そのものはコンテクストへのAの艶

慮で様々に変わりうるのである。ここでは，モダ

リティ表現と敬意表現を見てみる。

モダリティとは話者の心的態度を指す。たとえ

ば r雨が降るJ ということを言いたいときに，

話者がその可能性に疑問をもっていたり，自信が

なかったり，あるいは必ず降ると思っているとき

に，日本語ではそれぞれ次のように言うことがで

きる。

(41) a.需が降るかな。

bひょっとして雨が降るんじゃないかな。

c.きっとmがj怒るよ。

これらの例の下線部は， r雨がi怒るJことについ

て話者の評価・態度を表明している筒所，つまり

モダリティ表現といえる。日本語ではこのように

副詞・終日カ認がその機能を果たしているのであ

る。英語では，次のようにIを主語とした主節表

現や助動詞，付加疑問部などを考えることができ

る。

(42) a. I wonder if it will rain. 

b. I think it will possibly rains， won 't it? 

c. I'm sure it will rain. 
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このように，話者はコンテクストにより，心的態

度を付け加えた言語表現で情報Iを伝えているの

である。つまりヲいつも確実な情報や証拠をもと

に言語コミュニケーションをおこなっているので

はないため，コンテクストの帝Ij約の下で言語化さ

れる側面であると見ることができる。そのため，

情報の発信者Aはう受信者Bにどれくらいの確実

さで自分が情報を伝えているのかを明示するとい

う社会的な配慮をしているのである。

このような傾向をさらに進めたものが敬意表現

であると言える。敬語が発達している日本語には

大きく分けて「尊敬，謙譲，丁添」の3穣類の社

会的なコンテクストを反映する表現があると言わ

れる。たとえば，日本語の f食べるj は次のよう

にな敬意表現をつくることが可能である。

(43) a.お食べになる，召し上がる，食べられる

b.いただく，頂戴する

c.食べます，食べるのです

これらはコンテクストにおける発信者と受信者の

社会的関係を反映する形で言語化される。社会的

概念の fウチj と fソトj で言えば，ソトの受信

者に対する言語表現とウチの受信者に対する

表現は異なり，基本的にソトの人間に対して敬意

表現が使われ，ウチの人関にはそうした表現を使

う必要がないと言われている。

英語の敬意表現はどうなっているのであろう

か。まず，呼びかけに使われる (44)のような表現

は日本語と同じく尊敬表現であろう。

(44) a. Sir， Madam， Her Majesty，日isHighness 

b. Mr.， Mrs.， Ms.， Miss. 

c. lieutenant， officer， doctor， 

しかしながら，英語には上で見た宮本語の f食べ

るJに対応するような表現の変化はないため，敬

意表現はないと思われているが，それは関連いで

ある。これまで見てきたように，言語コミュニケ

ーションにとってコンテクストと言語表現との密

接なかかわりから，英語にも社会的に情報の受信

者を配慮した表現が存在し，発信者はそれを使い

分けている。たとえば，英語ではそ夕、リティ表現

により言語表現を間接的にしていくことで敬意を

表すことができる。 f煙草を吸うのをやめて下さ

しリという依頼表現を見てみよう。

(45) a. Stop smoking 

b. Will you stop smoking? 

c. Would you stop smoking? 

d. Can you stop smoking? 

e. Could you stop smoking? 

f. Could you possibly stop smoking? 

さらにそダリティ表現を付加することもできる。

(45) g. 1 wonder if you could stop smoking. 

h. 1 was wondering if you could stop 

smoking. 

このように表現を長くすることで敬意は増すと

されている。 16自己紹介の場合にも，日本語と同

様に，いくつかの表現が可能であり，

(件46防)a. 1 waれtto inηn立t汀t

b. I'd like to introduce myself. 

c. Let me introduce myself. 

d. Allow me to introduce myself. 

どの表現を用いるかは話し手と聴き手のコンテク

ストにおける社会的関係に依存する。コンテクス

トが異なるならば，同じ話し手と聴き手であって

も違う表現になる可能性もある。たとえば，イン

フォーマルな場面であると両者が認めれば，フォ

ーマルな場で言う自己紹介表現とは異なる表現を

用いることは十分考えらえるのである。

このように，コンテクストを媒体として社会的

な制面を表現に反映させるシステムがもともと

語に備わっていると見ることができょう。話し手

である情報の発信者はそれに配慮した上で言語表

現を選んだり，っくり出すという言語活動をおこ

なっているのである。

8.コミュニケーシヨンのための英語教官

これまで見てきたように，言語コミュニケーシ

ョンは単にメッセージのやりとりでおこなわれて

し、るのではなくうコンテクストにおける発想や対

人関係に配慮、した言語表現を介しておこなわれて

いる。ではこのコミュニケーションの構図は，英

語教育にどのような視点を与えてくれるであろう
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か。ここでう コミュニケーションの罰

式をみてみよう。

(8) 

英語学習者から見れば， aの過程が f表現の能力J，

b，cが f理解の龍力Jということになる。これは

従来裂の英語教育でも考慮されていた視点で、あ

る。ここで強調すべきことは， bのj邑践が表現M

への能動的はたらきかけである点で、ある。これま

では，情報の受信者8が受動的に情報を受け入れ

るという見方であるため， 8の持っている言語認

識や日英語の比較言語的な読点が不足していたと

考えられる。

また， r積極的にコミュニケーションを図ろう

とする態度の育成Jと大きくかかわる「コミュニ

ケーションへの関心・意欲j や「言語・文化に対

する関心・理解j は新しい観点を内包しておりう

評{阪が難しし、と いる。こi工らのjjtfl)点とか

かわるのは言語コミュニケーションのコンテクス

トに他ならない。言語の使月]場面を想定した教材

開発や言語活動の工夫はコンテクストへの配蕗な

くしてはあり得ないのである。つまり，コミュニ

ケーション重視の英語教育では，このような言語

コミュニケーションの仕組みを考慮した多角的な

説点から指導を考えるべきである。

8.1.雷語袋現掃を意識した携点

'情報lを英語の表現Mに込める fエンコードj

と英語表現に込められた{詩:閣の fデコードjには，

英語の総合的な言語能力が必要となる。それは‘

表現M自体の語金や文法の正確さを左右する，

(5a)で、みた文法能力で、あるからである。従来型の

表現の完成度のみを指向した英語教育では，その

ような表現の正確さのみを強制する傾向があっ

た。しかしながら，外出諾としての英語をコミュ

ニケーションに用いるのならばラ最初から完成さ

れた表現や常に正しい解釈を期待するのは無理が

あると言える。では外盟諸としての英語のコミュ

ニケーションを成立させるためには，表現そのも

のの地にどんな方策があるのであろうか。

その方向で言語表現Mを意識すると，場に合っ

た表現の適絡性やメッセージとしての整合性に

は，やはりコンテクストの考慮を必要とすると

える。したがって，語読の正しい発音や正しし

り字の指導，文法的な正しさの指導ばかりでなく，

コミュニケーションを促進させる嬰素がコンテク

ストにあることを忘れない必要がある。そのため，

(5)で見たccの全体像を配応、した言語能力の育成

を考えるべきであろう。それは， (6)で見たよう

にう言語表現の能力のみを去を成するのではなく，

コンテクストとの照合能力を者!iJJ)]的に使えるよう

にしてう cc全体のカを養成するということであ

る。これは「積極的にコミュニケーションを図ろ

うとする態度の育成Jという白採に合致している

と思われる。

8.2. t喬報の発信者jえを意識した読点

この視点には2つの場合が考えられる。 Aが英

詩話者である場合と日本語話者カl~認を発する場

合である。前者の場合， 8がAのMを理解するi際

に， Aの背景にある(英語文化を含んだ物理的，

社会的，認識Efな，言語的)コンテクストを考慮、に

入れなければならない。言語表現Mを解釈しよう

としてうまくし、かない場合，この配慮が大きな;意

味合いな持つことになる。たとえば，次の表現を

晃てみよう。

(47) How many times do 1 have to tell you? 

コンテクストにおいてAが事態に不満を持ってい

ることが前提としてわかっていれば，この表現が

持つ意味合いが質問ではなく非難・問責であるこ

とがわかる。このような間接的な表現の解釈には

コンテクストの考蕗が不可欠である。

後者の場合，つまり日本語話者が英語を発する

場合，自本語の背景Elせな知識や常識がそのまま英

語に使えないことがあることを考えておかなけれ
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ばならなL、。特に百本語から英語への泣訳が英語

としては容認されない表現となる場合，最大限の

注意が必要である。たとえば， (48)を見てみよう。

(48) a.今日はゴルフです。

b.女Todayis golf. 

c. I'm going to play golf today. 

(48a)の直訳(48b)は，英語ではぎこちない文にな

ってしまう。正しく (48c)のような表現を使える

ようになるには，英語と日本語の表現の傾向

識しなければならない。特に，言語活動がコミュ

ニケーションのためのものであることを指向する

ならば，英語によるやりとりであることをかなり

させる必要があると言える。学習者の出力が

[1本語の表現や発想、による英語表現になってしま

わないように目配りをしなければ，意味のある

諸活動とならない場合があるからである。決まり

文句的な語句の繰り返しで定詣を割るという

活動でも，学習者が言語コミュニケーションの活

動をおこなっていることを意識させたい。そのた

めには，情報の発信者のしての自分の立場をしっ

かりと認識させ，その認識に基づいて言語活動を

おこなうという基本姿勢を設定したい。この姿勢

があれば，言語表現に対応するコンテクストを想

定することが容易になり， interviewや

discussionの活動が哀付けられた，意味のあるも

のになると期待できる。

このように，情報の発信者への視点はうコンテ

クストへの自己躍の重要性を示しておりうその延長

線上で，文化的な発想の転換や調整が必要になる

ことも示唆している。

8.3.構報の受信者8を意識した読点

この視点もBが英語話者の場合と1::1*語話者の

場合を考えることができる。第2節で見たように，

L、ずれの場合もBは受動的に情報を受け入れると

し、うより，表現Mにはたらきかけて適当な解釈を

おこなうと考えられる。特に，表現Mの最初の解

釈に問題が生じるような場合には，提言iizゃ類推を

通して積極的にはたらきかけ，可能な解釈を設定

し，その中から最も確からしいものを選び出すと

いう解釈をおこなっていると想定できる。

Bが英語話者の場合， 8は当然英語話者として

の文化的背景や知識で表現Mを解釈しようとする

であろう。逆に，ちが日本語話者の場合ヲ英語表

現Mを日本語の文化的知識で解釈する傾向がある

かもしれない。しかしながら，いずれの場合も，

Mの発信者~Aの文化的背演を考慮に入れなければ

ならないことを前節で見た。言語表現は独立して

つくられているのではなく，発信者Aの発想や文

化で言語化されているからである。そのために，

BはA(あるいは両者)を取りまくコンテクスト

の存在を意識すべきでなのである。

8.4.コンテクスト した課点

これまで克てきたように，コンテクストがコミ

ュニケーションにおいて果たす役割はしばしば決

定的である。コンテクストにおいて，発信者Aの

意図が明らかである場合は，たとえ言語表現Mが

表現では逆のことを言っていてもう正しく解釈さ

れる。たとえば，皮肉や反語の場合がそれに当た

る。雨がi怒っているコンテクストでの(49a)や，

(49) a. "It's a very fine day， isn't it?" 

b. "John is a very kind man." 

後から来た人に対してジョンがわざとドアを閉め

たというコンテクストでの(49b)の発話自体は明

らかに反対の意味を表しているにもかかわらず，

当該のコンテクストで正しく皮肉として解釈され

るのである。これはコンテクストの持つ決定的な

E重要性を示している。このような場合，コンテク

ストは言語表現そのものと同じくらいの重要性を

持っと言ってもいいのではないであろうか。もち

ろん.皮肉J_j、外でも，コンテクストの持つ情報は

大きく言言語表現に務響を与えている。第5節で見

たように，日本語の表現はコンテクストへの依存

率が英語と比較して高い。逆に，英語がコンテク

ストへの依存度が抵いことを認識して英語学習を

進めることは，英語の表現そのものを学習するこ

とと同じ寝度の重要性を持つと言える。このこと

は，まさに言語コミュニケーションの認、識であり，

コミュニケーションのための言語学習で‘あるとい
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えるのではないだろうか。

8.5.異文化理解へ

このように見てくると，言語コミュニケーショ

ンを日本語と英語に認して対照的に見る担点、が可

能になる。言語表現ばかりに注意を向けるのでは

なく，記号諭における fコードJrエンコードJ

「デコー FJの過程を把握し rコンテクストJの

重要性を再認識する視点が，日本語の特徴が外出

語である英語とどのように呉なるのかという異文

化理解の視点をも提供するのではないだろうか。

言語は文化の…部である。その言語を対照的に見

ると，発想の比較，表現の傾向，モダリティや敬

怠の表し方の違いなど，文化とかかわることにな

らざるをえない。このような視点は，これまで指

摘してきたように，表現そのものの性質というよ

り，コンテクストによって発揮される言語表現の

特徴ということができる。その特徴を文化的に考

えていくと，言語文化論や奨文化理解の観点にな

る。この観点から「コミュニケーションへの関

心 e 意欲jや f言語・文化に対する関心・理解J

を言語のレベノレで育成することができるのではな

し、かとH!tわtLる。

9.結語

本論ではうまず情報の伝わり方を記号論的Ji(こ

整理したのち，言語コミュニケーションの要素を

まとめ，言語の窓意性が本質的にコミュニケーシ

ョンを難しくしていることを指摘した。さらにう

ccの考察から，言語表現とコンテクストの関連

を採り，情報が伝わるためのコンテクストの役割

を自英語の間接表現や決まり文句を例に対照的に

分析した。さらに，言語の持つ発想を日常表現と

メタファー表現で例示し，文化的な対照比較をお

こなった。その後，コンテクストへの配慮がかか

わるモダリティ表現と敬意表現の実際を見て，最

後に言語コミュニケーションの構閣の観点から英

語教育のあり方を探った。

コミュニケーションの構図を以上のように

見てくると， (8)のI'ZI式で明らかなように，

表現そのものの幣成能力や理解能力を高めること

とともに，言語表現に現れる文化的発起や表現と

コンテクストを照合できる能力，さらにコンテク

ストにおける話者の意図を推論できる能力が同じ

程度に:重要な要素で、あることがわかった。

指導要領の民襟に「積極的にコミュニケーショ

ンを図ろうとする態度の育成j が設定されて久し

いが，言語活動を取り入れた実践で、もコミュニケ

ーションへの配慮が不足しているものが見受けら

れる。本論で見た言語コミュニケーションの構図

に関する考察は，そうした不足を埋めるための十

分な内容をもっ言語認識を示してくれていると

えよう。

設

l本語請は平成14年度及び15年度のネット授業「人

間j社会とコミュニケーションj において筆者の担

当した「言語コミュニケーションJの単元の内容

に基づいている。ネット上で、おこなわれた学生と

の質疑応答は考えを整理するのに有意義であっ

た。記してJ惑謝したL、。

2より広く考えればう「閲際埋解Jr総合的な学習

の時間Jrメディアリテラシーj 等の授業にも関

係し rことばがすべての科目の基礎となる」こ

とを裏付けることができるであろう。

3この図式は，アメリカの応用数学者Shannon等

によって示されたコミュニケーションモデルと

本的に同じである。 Shannon(1948)の冒頭では

以下のように述べられている。

(i) The fundamental problem of communication 

is that of reproducing at one point either 

exactly or approximately a message 

selected at another point. 

このような考え方は今日の情報理論の基礎となっ

ていると言われているが 本来は機械的なコミュ

ニケーションに貫関するモデルと言える。後で見

るようにう言語コミュニケーションは人間のコミ

ュニケーションとしての要素を加味して考えなけ

ればならない。

iこのような解説は，厳密なコミュニケーション
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理論から見れば，要素に不足や部分の精撤さを欠

いているが，ここでの議論にはト分であると考え

る。詳しくは池上(1984)を参照。

5Lyons (1968: 404). 

6たとえば「ワンワンJiニャーJなどの擬態認は，

指示されるものとなんらかの関連性(有契性)が

感じられないわけではないが，英語では

bowwow， mewとなるなど，擬態ですら言語によ

って表現のされ方が異なっている。

7弟だとlittle/youngerbrother，兄だとbig/older

brotherとしなければならない。 Sist旬、も同様で

ある。

8母語話者の感覚では，この指示の違いは単に冠

詞の有無による意味の差ではなく，形式そのもの

が意味と結びついている認識になっていると指摘

されている。たとえば，ピーターセン(1988)

f日本人の英語J参照.

9たとえlま， illJJは， La montagne， Der Bergで、イム

独ともに男性とみなすが， i地球Jは， La terre， 

Die Erdeと性が異なる。英語ではmountain，

earthとなり，人称代名詞で、he，sheと指す場合を

除いて性が意識されることはないようである。最

近では，日本語でも政治的公正(PC:political 

correctness)の影響で中立的な表現が好まれる傾

向にある。(たとえば f父兄j が「保護者J， iス

チュワーデスJが f客室乗務員j となってい

る。)

10このような言語の恋意性は，言語習得において

非常に重要な1i1U閣を持っていると考えられる。特

に語(word)の習得において，現実世界を

f分化Jしていく際に必要なものと言える。悲主主

的ではあっても，言語記号を使ってコー]"化され

ることによって，言語記号とそれらの指示する意

味に差違が生じる。つまり，形式の差違によって

意味を獲得し，概念を明確化することになる。こ

の過程は，語を習得するという過程であり，

習得では必須の段階である。たとえば，幼い時期

に身近に犬がいるような環境で育てば， iイヌJ

とそれ以外を区耳目する分化をしながら，語「イヌJ

とその概念を習得していくのである。このような

分化による語の獲得と並行して，文法の獲得がお

こなわれる。第 l言語の習得は例外なしに起こる

ので i言語生得説Jでは，習得が生得的に持っ

ている言語能力によって引き起こされると考え

る。

II詳しくはCanaleand Swain (1980)等を参照。

12さらに，そうした対比的な傾向の現れとして，

以下の対応表現を考えることもできる。

(i) a.彼はいい大統領になれるよ。

b. He will make a good president. 

一般に， (ib)の用法のmakeは第2文型のSVCを

とっていて，自本語では í~になる J の意味にな

るとされているが， malくeがもともと対象にはた

らきかけて í~にする j という発想から出ている

と考えられる。この英語の用法では通関よい意味

の変化をいい，利害の開設目的語(この場合him)

をとることカ3ある。

(ii) 1 am ver、yfond of John and 1 will make 

him a good wife. 

13たとえば，池上(1981，1982)を参照。

14これらの「文字通り Jとしている表現ですら，

もともとメタファーとしての表現である可能性が

ある。たとえば， (38a')のfireは語源的には f火

をつけるJi発砲するj からの転用と考えられる。

「解雇する j をしいて文字通りに英語訳すれほto

force someone to leave their jobやtolet 

someone goとなろう。 iヨ本語では，単に「やめ

させるJとも設えるし， i首にするjや「暇をや

るJなどの表現もある。発信者にも受信者にも，

これらがメタファーであるとの意識がないことも

考えられる。日常的に{更尽されていくことによっ

て，メタファーとしての日新しさや斬新さが薄れ

ていき，表現が定着していくと考えられる。

したがって，ここでメタファーというのは日常

言語での用法であり，文学作品に見いだされるよ

うな修辞法上の用法ではない。つまり，メタファ

ー表現はもともとは創造的発見的な理解と結びつ

いているものの，ある言語文化において定策して

しまえば，もはやそれ以外に表現できないものと

なるということになる。
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15(40)にはHekicked the bucketとし、う口語表現

もある。

16これも fJ本語と同じで、コンテクストによる o

f態惑1!若干しj というような状況が考えられるので，

表現の長さが必ずしも敬意とはならず，たとえば，

丁寧な表現で相手を蔑んだり，脅したりするとい

うことも日本語と同様に可能である。

17記号論を締罰2的には扱っていない。そのため伝

達の経路・チャンネルについては触れることがで

きなかった。たとえば，電話における言語コミュ

ニケーションには，特徴的な構図があると思われ

る。
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